
 
 

 

 

◆ 概 要 

全国には70万を超える橋梁が整備されていますが、建設後50年を経過した老朽橋は増加

する一方であり、県内も同様の状況にあります。その多くは車両の大型化や交通量の増大によ

る疲労損傷や塩害、中性化による劣化等、様々な要因で健全性が低下してきています。 

本研究では、橋梁の損傷原因のひとつである伸縮装置からの漏水に着目し、伸縮装置内の止

水構造部を容易に更新または補修できるメンテナンスに優れた伸縮装置を開発しています。 
 

◆ 伸縮装置の損傷による橋梁の健全性低下のメカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ 現在の補修方法の問題点 

 

 

 

 

 

多額の費用を要し、工期が長くなる等、社会的・環境的負荷が大きい補修方法となっている。 
 

◆ 新しい伸縮装置の開発 

・福井県の橋梁に適した除雪誘導板付き構造の試作品開発 

・県内企業で製作、補修できるような簡単な形状で設計 

・入手しやすい材料、資材にて構成 

・フェースプレートの脱着構造を採用（止水機能部交換可能） 

 ・福井県管理橋梁の一部に試験採用（主要地方道篠尾勝山線・天神橋） 
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メンテナンスに優れた橋梁伸縮装置の研究開発 

主  桁 

舗装・床板 
  

橋  台 

伸縮装置 

雨水･土砂･ゴミ･凍結防止剤 

伸縮装置の止
水機能の低下
によって橋面
下に侵入 

土砂堆積や雨
水滞水、塩分残
留等 

支承 
漏水により鋼桁端部の塗装
が劣化し、鋼材が広範囲に
腐食 

コンクリート桁のひび割れ
に橋面からの水が廻り桁の
一部が大きく欠損 

構造的な制約（フェ

ースプレートが脱
着できない）がある
ため健全なコンク
リート部も含め全
体を取り替え 

本当に損傷してい

るのはこの止水機
能部のみであり、周
囲の鋼構造部はほ
とんど損傷してい
ない 

試作品製作例（伸縮量 30mm） 

天神橋（A2 橋台側）2021.11 竣工 

R4 年度に疲労耐久性能確認試
験（200kN・200 万回繰返し載
荷）試験をクリアし、R5 年度
に伸縮追従性能・止水性能確認
試験を実施（NEXCO設計要領・
伸縮装置の設計ガイドライン
に準拠した仕様を全て満足） 

R4疲労耐久性能確認試験 
（施工技術総合研究所にて） 



脚立・パソコン・取説無しで維持管理可能！ 
管工事業者が納得する次世代積雪センサの開発 

 

 

 

 

◆ようやく安価になった積雪センサ、ところが管工事業者はイヤイヤだった・・・ 
 

 ➡  ➡  

平成 30 年度土木部研究部会報告資料より（数値は令和元年度時点） 
 

     

特殊で前提知識を要する施工  特殊で面倒な維持管理    複雑で面倒な設定マニュアル 
 

◆そこで、第四世代積雪センサ「スマート積雪センサ」を開発する。 
 

        

開発１：技術支援プログラム（開発中）   開発２：AI による設定の全自動化（開発中） 

（上図はスマホ用の手動設定画面） 
 

・保守業者が現場へ忘れず必ず持っていくものとは何か？・・・携帯電話である。 

・ガラケーを有する業者は今も多い。しかし４G の終了を以ってガラケーは無くなる。 

  ⇒ コンソール PC ではなくスマホで管理できる積雪センサを開発する。 

・もちろん、保守業者は管理用の専用アプリを私物のスマホに入れてはくれない。 

   ⇒ 積雪検出・AI・技術支援等の各種プログラムおよび Web サーバは全て積雪センサ内に

整備し、スマホの汎用ブラウザおよび Wi-Fi で管理できるものを開発する。 

・令和６年度は実道での冬季実証試験を計画中、ただし場所は未定。是非ご協力を！ 
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